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しつけに対する意識の変化と基本的生活習慣
岩城淳子
1．はじめに
子どもの健康を維持するためには、就学前の基本的生活習慣の確立が重要
な要素の一つとなる。基本的生活習慣とは、生理的基盤である食事・睡眠・
排泄と文化的基盤である清潔・着脱の5項目である。これらの確立には保護
者のしつけに対する意識が大きく関わってくると思われる。本調査は1981年
（以下81年とする）から行われた調査と同じ幼稚園や保育所を対象に、2001
年（以下01年とする）から同じ内容（項目は回答しやすいように改変）で行っ
た。本研究の目的は、1980年代前半と2000年代前半に行われた同一園への2
回の調査結果から主として有意差のあった項目を中心に、保護者のしつけへ
の考え方と子どもの状況が約20年間でどのように変わったかを明らかにする
ことである。
2．調査概要
（1）対象
対象は全国の幼稚園、保育所の保護者で内訳は以下の通りである。
・81年～…幼稚園16園（1678名）保育園18園（1723名）計34園（3401名）
・01年～…幼稚園9園（1173名）保育園7園（595名）計16園（1768名）
2回目となる調査は2001年に開始し1回目と同じ園すべてに依頼したが、
廃園や統合などの事情から上記のような数字となった。回収率は70．7％であ
る。
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（2）方法
質問紙（154項目）を幼稚園・保育所の園児を通じて保護者へ配布、園ご
とに回収後、集計、解析を行った。前回の調査は筆者が学生として参加した
もので、詳しくは「日本児童教育振興財団」による研究報告としてレポート
されている。今回の再調査をするにあたり、質問に含まれている粗相、二度
返事、寝床など予備調査の段階で理解が難しいと思われた言葉はわかりやす
い言葉に置き換え、質問を再編したが項目はすべて網羅した。前回の調査結
果は無作為抽出した後で集計している項目も多く、全ての項目を比較するこ
とは出来なかったが、可能な限り再集計し今回の結果と有意差検定を行った。
3．結果
（1）属性
回答者は、幼児の母が95．7％（前回93．6％）（以下81年の結果は（）内
に前回と示す）で、幼児の男女比はほぼ半数、年齢区分は図1－1、在籍先
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図1－1年齢区分
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は図1－2、きょうだいの有無は図1－3、祖父との同居は17．1％（前回
16．5％）、祖母との同居は22．6％（前回26．1％）である。同居率は東北地方が
一番高く祖父との同居が39．6％（前回33。3％）、祖母とは50．0％（前回46．7％）
である。次いで中部地方の祖父27．9％（前回は四国地方26．1％）、祖母37．5％
（前回は四国地方35．9％）である。全体的には前回に比べ、きょうだい有り
と祖母の同居が少なくなっている。
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図1－3きょうだいの有無
（2）しつけに対する意識と実態
性格や能力に対する考え方は図2－1、性格は幼児期に決まるかは図2－
2、しつけに対する考えは図2－3である。子どもの能力はr指導によって
かなり変わる」が73．8％から58，7％へ、「大体生まれつき決まっている」が
17．3％から22．1％へ、性格は幼児期に「決まると思う」が67．0％から43．6％
へ、「決まると思わない」が14．2％から7．4％へ、「わからない」が17．0％から
37．1％へ、「小さいときにしつけておく方がよい」と考える親は75．2％から
53．3％へと変化している。
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0％20％4（｝％60毘80器
大体生まれつき決まっている
指導によってかなり変わる
わからない
図2－1お子さんの性格や能力は、次のどれだと考えますか
0諾20踏40％60諾80％そう思う
わからない
そうは思わない
無回答
図2－2子どもの性格は幼児期に決まると思いますか
0諾20％4G％60％80弘子供が親が手をかけなくてもひとりでに育つものだ
小さいときにしっかりしつけておく方がよい
どちらともいえない
図2－3あなたのしつけの考えに最も近いのは
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自分が親から受けたしつけと子どもに対するしつけの厳しさの比較は図2－
4、親からのしつけで厳しかったと思われることは図2－5である。自分が
受けたしつけより子どもへのしつけが厳しいと思っているのは25．3％（前回
38．9％）、親から受けた厳しいしつけの上位3項目は1．行儀（前回・物
0器 20男 40諾 60鑑
あなたの親からあなたへの躾・． 一・饗…靴
あなたからあなたの子どもへの躾，
25．3
同じ貌，
無回答灘．97、2
il翫7
1
1
図2－4どちらの躾が厳しいと思いますか
O諾20％40斑60諾行儀1返事1挨拶1物を大切にする1
二度返事をしない1
後片付け1i
・ごたえをしないii
時間を守るそ
約束を守る乏
言葉遣い，
遅くまで外で遊ばない≦
その他
無回答：，：0．93 3
1霊、
24．3
31－1
14．4
22．2
19．9
20．4
〔23．4
20，4
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22．D
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図2－5親から受けた躾の方が厳しかったと思われること
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を大切にする）2．挨拶（行儀）3．言葉遣い（口答えをしない）であ
る。しつけへの不安は図2－6、不安のあるときの相談相手は図2－7、夫
婦間の意見の一致は図2－8、意見が分かれたときは話し合うが55．5％
0諾 20器 40諾 60斑 80諾
i10．tかなり不安がある1
少し不安がある 抽
27，6
全く不安はない，
14．8
無回答，
図2－6子供の躾にかなり不安を持っていますか
0毘20諾40覧60猛あなたの親
あなたのきようだい
配偶者
配偶者の親
配偶者のきょうだい
職場の人
近所の母親
学校時代の友人
園や学校の先生
園や学校の子供の親
相談しない
その他
無回答
図2－7
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6．9
不安のあるとき誰に相談しますか
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いっも一致する
ほとんど一致する
一致する時と一致しない時がある
ほとんど一致しない
いつも一致しない
無回答
o％ 20器 40箔 60％
1．9
39．4
48．8
貼辮、
し一一舞，一一一 ．、，攣一、1一 ・1一繋
、2111，．
7．1r，…甕．慧
ll．15’7
醸9．3il3．4
図2－8躾について夫婦間での意見はいつも一致していますか
（49．3％）である。配偶者や自分の親への相談が増え、夫婦間の意見の不一
致が少なくなっているためか不安は前回より少なくなっている。しつけの方
針を決めるのは全体としては母親54．5％だが、祖父・祖母との同居世帯では
それぞれ祖父100．0％、祖母87．5％と高率になっている。
かんしゃくを起こすかは図3－1、かんしゃくを起こすことは増えている
が、年齢では2歳が69．6％と最も高く、5歳以降減る。その時の対処は図3－
2で、「叱らないことが多い」が62．2％から78．8％へと増加している。1歳
までは「なだめる」が63．6％、2歳では「放っておく」が40．8％、3歳では
「治まってから理由を聞く」が36．1％である。
ある
ない
無回答
0男 10諾 20％ 30％ 40器 50器 60弘 70％
難撒『＝、．，崇、，、，響等、話し』’ ll 難難 繍，響 9．4
譲噛しい』■。隔起抽蝕～㌧．芋『㌧一一 難遡，141，5
4．0
4．8
図3－1かんしゃくを起こすことがありますか
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0毘10箔20踏30毘40％50％60諾70鑑80瓢90％
叱ることが多い
叱らないことが多い
無回答
4．4
14．
噛削｝1、・黙し…
62．2
8．8
旨1．8
??
3．2
一■“一㎝｝一柑一㎜一一｝｝ 一■一門一－■一一“ 州田嶋■
図3－2その時、叱ることが多いですか
きょうだいげんかは図3－3、その対処は図3－4、図3－5、図3－6
で、けんかや叱ること（特に上の子）が増えている。けんかをたまにする家
庭ではけがをしそうなときだけ叱り、いつも叱る家庭では男の子を叱る割合
が高い。
0諾 20諾 40器 60箔
???
たいへんよくする
50．5
181
よくする
する
，15．6
！i19。9
たまにする
5．6
個
無回答，
???7．3
図3－3きょうだいげんかをよくしますか
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20器30諾40鑑
大体いつも叱る！
大げんかした時だけ叱るi
一そうなときだけ叱るi
ほとんど叱らない
細答瀦
図3－4
0諾
i22．8
難、、華 翠
6．5
P
31．0
きょうだいげんかをした時、
10器2C器30諾
あなたは
40箔50鑑
36．2
上の子
下の子
両方同じくらい
何とも言えない
無回答
1．2
すミまコ騨．＿攣，、 ………，難論
2．9
・16．7
6
男の子
女の子
両方同じくらい
何とも言えない
無回答
図3－5
0諾10毘
叱る方が多いのは
20器30鑑40諾50箔 60％
“罰20．7
44．1“
54．8
4．1
．9
10．0
購、??
6．
こ
23．5
5．5
1．8
＿一一一－－一一｝｝｝一一－目一一凹｝一｝冒辱一一昌
図3－6叱るのが多いのは
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言いつけをきくかは図3－7、3歳からは「わりによく聞く」が30．5％と
増加する。言葉のしつけで男女を考えるかは図3－8で、「考えていない」
が40．2％から60．9％へと増えている。次に叱るとき叩くかは図3－9、どこ
を叩くかは図3－10、どんな事をしたときに叩くかは図3－11、体罰に対す
る考えは図3－12、体罰を与えない理由は図3－13である。何をした時叩く
かは「親や目上に反抗する」「嘘をつく」が低下、体罰は「必要であると考
える」が7L7％から14．9％へと低下、体罰を与えない理由は「口で言えばわ
かる」55．2％から「無回答」72．2％と変化している。
よくきく
わりによくきく
普通
あまりきかない
きかない
無回答
考えている
考えていない
無回答
0掲 10％ 20％ 30諾 40％ 50％
’w馨
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27．31．3
44．4
37．
、一婁－一一
11．3
13．8
5．12．1
7．1撃1：賢．5
図3－7
0諾10路
言いつけをよくききますか
20箔30鑑40器50％60男70諾
鑓34．7 49．5
一“■
??
60．9
40．2
4．5
10．3
図3－8言葉の躾で男女の区別を考えていますか
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0％ 20盟 40％ 60％ 80％ 100％
7．9
ある
ない
，験’
ll，4．8
13．2無回答，■lL2
8．9
図3－9叱る時、叩くことがありますか
頭
頬
肩
背中
尻
手
足
無回答
0男 20鑑 40諾 60駕 一80毘
15．6
3．8
5甲1
7i．5
26．3
10．7
o．4
0．7
2．5
2．6
1．4
8．9
1．7
0．6
5．8
8．6
図3－10叩く時、どこを叩きますか
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何度注意しても言うことをきかない
わざと悪いことをした
親や目上の人に反抗した
よその子に乱暴なことをした
危険なことをした
口で注意してもきかない
お金を持ち出した
うそをついた
弱いものいじめをした
勉強をしない
悪い点をとった
その他
無回答
o％ 20毘40鑑60諾80毘100器
69．9
80．4
343
24．5
5．9
1．8
13．
8．2
8．3
30．3
39．7
51．7
O．4
3．6
10．4
22．2
8．1
5．6
0．3
0．3
0．2
0．2
2．5
O．6
O．2
0．8
図3－11どんなことをした時、叩きますか
幼児期には必要
幼児期にはなるべく与えない
絶対に与えない
その他
無回答
0％ 20毘 40器 60器 80％
14
71．7
45．0
1．8
8．9
12．11．3
2．6
9．0
7．5
図3－12体罰についてあなたの考え
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たたいても効果がない
かわいそう
口で言えばわかる
乱暴はよくない
子どもが真似する
親子関係が悪くなる
たたかなければ言うことをきけない子になる
子どもがいじける
女の子だから
その他
無回答
0％ 20％ 40諾 60％ 80諾
7．1
準，
10．4
2．8
襲4．9
14．
552
12．7
1i．7
9．5
10．4
1．5
O．6
3．3
11．O
3．3
14．
1．0
8．0
2．4
2．5
i・＝i 灘 72．2
27．0
図3－13体罰を与えない理由
お手伝いとその種類は図4－1、図4－2、お手伝いはr時々させる」か
ら「よく・かなりさせる」と「ほとんど・全くさせない」へと、種類は「新
聞・郵便物を取る」rおつかい」が少なくなっている。テレビの視聴につい
ては図4－3、図4－4、テレビを見た後に感想は「時々話し合う」から
rほとんど話し合わない」へと、おもちゃの後片付けと片付けない時の対処
は図4－5、図4－6、お店で欲しいものをねだうた時は図4－7、おこづ
かいのあげ始めは図4－8である。以上、いずれの設問にも顕著な男女差、
年齢差、地域差はみられなかった。
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よく手伝わせる
かなり手伝わせている
時々手伝わせている
ほとんど手伝わせない
全く手伝わせない
無回答
0毘 20毘 40鑑 6眺 80諾
57
??????? ?
9
691
02駐
O
?㍉、???〉???
0?
3
?4????
図4－1よく手伝いをさせていますか
食事の配膳、後片付け
掃除の手伝い
新聞、郵便物を取る
おつかい
弟、妹の面倒
ペヅトの世語
植木の世話、水やり
靴を揃える
ゴミを捨てる
ふとん敷き
その他
無回答
o器 20器 40諾 60弘 80器
72．5
69．6
28．0
25．4，，禦尋，．
49．o
，至1，1一．．
i1，45．i
9．6
32．927．6
23．2
22．5
22．8
22．1
30．525，6
，i．L8
14．39．71．8
7．4
4．O
図4－2手伝いをさせているもの
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0諾20％40艶60器80踏自由に見せている
あまり多く見過ぎないように注意している
内容によって見せるものを選んでいる
テレビは見せていない
図4－3テレビ番組について
0諾20器40諾60器80諾
よく話し合っている
時々話し合っている
ほとんど話し合わない
話し合わない
無回答
図4－4見たテレビ番組についていつも子どもと話し合いますか
』瞳，…、撫，…萎，…、1，…，ll，1、…繁！1、1…、1，撫…1、…、…、1…，1…1講
隷噺i……留
無回答i1．4
図4－5…闇蔑藁蔵雇後、㎜片付1藷せそ醸すか
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2
一
??????
2
??．?
????
0
53??
???? ?
．????
?、㌦
??
??
?〜?
????
〔
蹴
匙??㌧?、，、，
蛍
??
?? 「
?、??
醤、i
灘欝溝壊
9．9
8．7
?㌦?…譲灘25．7
65．7
“
12．4
8．2
32．4
9．2
瀬．
4、1
13．9
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そのままにする
片付けてやる
一緒に片付けるやる
あくまでもひとりで片付けさせる
取り上げてしまったり、捨てたりする
無回答
o％ 20駕 40鑑 60器 80％
2．8
3．1
???，????
と瞬“ 63．0藝 、欝・■ 灘黙、譲
50．2
冨一荘i’ 21．3
27．9
1．2
2．8
一一｝6，3
6．5
図4－6
0諾
片付けない時、あなたは
20毘40％ 60諾
いつでも買ってやるト
0．48．8買ってやることが多い
24．9
買ってやることがある 364
55．0
あくまで買ってやらない
9．3
答回無
85E
図4－7お店で欲しいものをねだって泣きやまない時、いつも買ってあげますか
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1歳
2歳
3歳
4歳
5歳
6歳
7歳
8歳
9歳
10歳
11歳
無回答
図4－8
0器
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20箔40晃0．00．0
0．0
0．2
0．3
0．7
1．8
5．1
20．o
1．6
io．8
12．8
ミ
｝ ’騰 セ 33．9
23．0
11．0
9．6
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おこづかいをあげ始めるのはいつ頃がよいと思いますか
（3）基本的生活習慣
①食事
好き嫌いは図5－1、「好き嫌いがある」が60％を越す年齢は前回の4歳
から1歳へと早まっている。好きなもの・嫌いなもの（複数回答）は表1で
0毘20器40毘60盟80拓100％
ある
ない：
0．7無回答0．4
騰’
20．8
8．5
図5－1 お子さんは、好き嫌いがありますか
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ある。前回好きなもの5位の魚が2位へ、嫌いなもの4位の肉が7位へ移動
したことを除いては、大きな変りはない。
表1
好きなもの 嫌いなもの
1981年～ 2001年～ 1981年～ 2001年～
1位 カレーライス カレーライス ピーマン ピーマン
2位 肉 魚 野菜 野菜
3位 ハンバーグ 肉 にんじん トマト
4位 果物 果物 肉 なす
5位 魚 ハンバーグ 長ねぎ 長ねぎ
6位 ラーメン ごはん トマト 果物
7位 いちご ラーメン 玉ねぎ 肉
8位 スパゲテイ 麺類・納豆 しいたけ 魚
食事で気をつけていることは図5－2、上位3項目は1．楽しい雰囲気
を作る（前回・家族全員揃って食べる）2．挨拶してから食べる（楽しい雰
家族全員で揃って食べる
その日の出来事を話す
あいさつをしてから食ぺる
楽しい雰囲気を作る
テレビをつけない
献立や盛りつけを工夫する
偏食をしない
食事に対し感翻の気持ちを持つ
その他
無回答
0毘 20監 40箔 60器
372主 憲糊澱
一、．畢」㌧．r
50．7
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36．
藝 39．9?． 辱2。，3
、聴 ㌧嫡 41．2
43．7
16．
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41．7
黙ミ
一i．．一．
22．2
16．一iセ“．
19．8
聖 ≒襲
“ 12．2
16．
華
1．8????
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図5－2家族が特に気をつけていること
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囲気を作る）3．家族全員で揃って食べる（偏食をしない）である。父が
食べ始めるのを待つかは図5－3、ダラダラ食事への注意は図5－4、その
対処は図5－5、食べたくないときの対処は図5－6、箸の指導は図5－7
である。箸を使う年齢は前回の2歳から3歳へと遅くなっている。
図5－3
o鑑 20％ 40％ 60鑑 80％
待たせている
待たせていない
無回答
24．3
5
撚難、173．8
蓑2．o
：1．2
家族で食卓を囲む時、父（祖父母）が食べ始めるのを待たせていますか
0％20％40器60器しばしば注意する
時々注意する
注意しない
無回答
図5－4ダラダラ食事をいつも注意しますか
0諾20％40路60器なるべく食べ終わるまで待っている
ある程度待って適当なときに片付ける
ほとんど待たないで適当に片付ける
無回答図5－5ダラダラ食事にあなたは
’懸 蓑
噛
45．0
50．i
32．2
36．
酉轍
葦
・諜 撒 8．5
14．3
2．0
11－1
045??
384
1
?????
8?????
??、?
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必ず皆と一緒に食べさせる
できる限り皆と食ぺさせる
好きな時にその子だけ遅らせて食ぺさせる
次の食事まで待たせる
図5－6
0器
熱心に指導している
指導している
時々指導している
特に指導はしていない
無回答
無回答
0％ 20％ 40器 60器 80毘
27．2
32．4
64．4
59．3
4．9
4．4
1．0
3．0
2．4
0．9
r今は、食べたくない」と言った時
20％40諾60諾80器
096
1????
??6．?3
201
9?1?、
1G??
…｝
1
????
段
図5－7箸の指導を熱心にしていますか
②睡眠
睡眠に気をつけていることは図6－1、上位3項目は1．睡眠時間を十
分に取らせる2．早寝早起きの習慣をつける3．おはよう、おやすみな
さいのあいさつが言えるで前回と同じである。決まった時間に寝るかは図
6－2、就寝時刻は図6－3、前回は9時までには寝ていた子どもがほとん
どだったのに比べると、無回答19．4％をふくめ就寝時刻は明らかに遅くなっ
ている。寝ない時の対処は図6－4、ひとり寝とその対処は図6－5、
図6－6である。「ひとりで寝る」74．9％から「ひとりで寝ない」62．4％へ
と大きく変化している。
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決まった時問に起こすかは図6－7、起床時刻は図6－8、その理由は図
6－9である。起床時刻は早まっており、睡眠時間の減少が認められる。寝
かしつけについては、布団に入ってからは「出て来ない」から「出てくるこ
とがある」、それをr時々許す」r許さない」からrつねに許す」rたいてい
許す」へと寛大になっている。
早寝早起きの習慣をつける
健康のために睡眠時間を十分にとらせる
おはよう、おやすみなさいが言える
ひとりで寝られるようにする
快眠する習慣をっけるよう部屋の温度や音に気を配る
図6－1
その他
0％20％40踏60器
無回答
睡眠について特に気をつけていること
決まってた時間に寝ている
決まってた時間に寝ていない
無回答
図6－2
0器 20％
80諾
51．5
544
60．5
5．0
40．4
33
7．0
1．9
11．4
7．2
1．6
0．4
2．7
3．0
40鑑 60％ 80器 100諾
79
47走
652
i91
臣
?30
家族が特に気をつけていること
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8時頃より前
8時頃
8時半頃
9時頃
9時半頃
10時頃
10時半頃
10時半頃より後
無回答
o％ 10瓢 20毘 30％ 40諾
83
??．㌦
22
49
171
???????
2
、?
1
5m
????，、，、?????
82
2????
????????
?㌧?
3??
8
???? ?』
30
3
図6－3だいたい何時ごろですか
0盟 20毘 40器 60艶 80諾
厳しく時間を守らせて寝かせる1
1．0
82
時と場合を考えるi
養758
眠くら寝かせる…1
無回答．
5．4
??
．8
－1．2
図6－4寝かせる時間になっても起きたがっていたらどうしますか
ひとりで寝る
ひとりで寝ない
無回答
0毘 20諾 40諾 60％ 80％
369
74．9
62．4
24．2
0．7
0．9
図6－5ひとりで寝ますか
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0器 20％ 40％ 60器
叱ってでもひとりで寝かせる
子どもが寝つくまで一緒にいる
，2．0
i’13・2
圏摯黙、
郷
，41．0
22．5
一緒に寝る’ 伽
34韓無回答， 4
図6－6その時、あなたは
起こしている
起こしていない
無回答
0器 20器 40器 60毘 80箔 100％
4?????、 ㌧???㌔、，??。．???????、??襟????㍉、．?、????… ．?，、訣????????
?4
隙??、『『?、㌧? ．
5??????『?
＝?????、㌧」．
???㌔ー???2?????
図6－7毎晩決まった時間に起こしていますか
6時頃より前
6時頃
6時半頃
7時頃
7時半頃
8時頃
8時半頃より後
無回答
o盟 lo斑 20諾 30％ 40箔
O．O
O．2
’｝“i・3．6
1．6
15．3??? 隷購・M、 灘 聡灘・
7．7
脚
羊 騨 “ “壮耽“瀬蝋33．8
33．5
??
23．4
27．
耽㌧嚇隔融 “ 遜 剴
10．0
14．9
∫ 帖
12．2
ミ襲1．2
2．3
＝＝ミ
澱． 幅 12．6
－一M｛r一門層一■骨ーし｝■■轟－冒｝｛｝，■■■『 ㎜ 椿■一㎜㎜』一一伊｝
図6－8だいたい何時頃ですか
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自然に起きる時間
朝食の時間に合わせて
登園、登校に合わせて
子供の健康を考えて
テレビの時間に合わせて
家族の起床に合わせて
その他
無回答
幌 20箔 40諾 60鑑
融 20．4
22．5
一5．0
11．6
ミ 52．7醸 46．O
i．1
1．4
0．3
1．0
3．2
4．0
1．0
0．5
頴 16．
13．0
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図6－9その理由は
③排泄
おしっこのしつけでの努力は図7－1、おしっこの失敗を叱るかは図7－
2、その時の体罰は図7－3、r叱らない」が64．9％、r体罰は与えない」が
90．6％と高い。紙を使う指導は図7－4、r気がついたときに指導している」
が57．9％から7．9％へと低下、「無回答」は50．4％に上っている。おしっこが
ひとりで出来る年齢は3歳（86．9％・前回85．8％）で変化はない。おねしょ
のしつけでの努力は図7－5、就寝前のおしっこは図7－6、就寝前の水分
の制限は図7－7、おねしょは図7－8、夜中に起こす回数は図7－9、お
ねしょがなくなる希望年齢は図7－10である。大便のしつけの努力は図7－
11、大便の時間は図7－12、大便をさせる時間は「決めている」から「決めて
いない」へと、大便の失敗への対処は図7－13、「全く叱らない」が91．5％、
その時の体罰は図7－14である。大便がひとりで出来る年齢は3歳（79．3％・
前回4歳79．7％）と早まっている。排泄のしつけについては寛大になってい
ることが伺える。
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0％20諾40艶60％80路おしっこをしたくなったら知らせる
我慢しないで早めにトイレに行く
屋外でしない
手を洗う
紙でふく
衣服やまわりを汚さないようにする
その他無回答図7－1おしっこのしつけで努力していること
0％20鑑40％60鑑80器
強く叱る
叱る
少し叱る
叱らない
無回答
図7－2おしっこを失敗した時、強く叱りますか
鞭！7．鐸8．0
ミY， 黙72。2諜し一＝“・翼
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1．3
㌧■熱
、ミ“、醤し’■ミ’ 蓑灘一
29．2
42．4
9．41『嚢141．3
23．2
2．3
0．5
8，5・欝6．2
1．9
1．4
陪 斌■
7．0
9．2
14．5
セ
28．4
ミ ミ 64．9“ 噛、 ??
20．4
・チ40・6
11．8臨頴
一79一
岩城淳子
図7－3おしっこを失敗し燃体罰諏る三とがあ石ますカ、
0路20％40器60弘80諾しょっちゅう指導している
気がついた時に指導している
指導していない
図7－4紙を使うようにいつも指導していますか
0毘20器40諾60％80器100路
寝る前に必ずトイレに行かせる
寝る前に水分をとらせない
夜中に起こしてトイレに連れて行く
ひとbで起きてトイレに行ける
早くおねしょをやめるよう叱ったり注意する
図7－5おねしょの躾で特に努力していること
9
405
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7
、?
??
??????
74
嘱
??、
、開、，
7．2
91．
30．0
53．
3．5
6．3
1．6
0．6
1．0
0．0
1．1
28．3
???
??
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特には行かせていない
寝る前にあなたが気がついたときに行かせる
寝る前に子供にきいて行かせる
寝る前に必ずトイレに行かせる
無回答
0器 20踏 40箔 60％ 80諾
2
?9????、??、?」?
591
3
8?1
??????
51
、?
賦
1
鞭
2
図7－6寝る前にお手洗いに行かせていますか
飲ませないようにしている
飲ませないようにしていない
無回答
0毘 20艶 40監 60器 80諾
06
8
4
84
??
??
???
????? ??
???
」㌧?，㌦?
??，?」?
82
図7－7寝る前に水を飲ませないようにしていますか
よくする
時々する
ほとんどしない
全くしない
無回答
0％ 20諾 40％ 60諾 80器
8．7
6．0
5．7
15．12．627．2
60．7旨
49．5
12．31．6
図7－8お子さんは、おねしょをよくしますか
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1回ぐらい
2回ぐらい
3回ぐらい
4回ぐらい
無回答
1歳
2歳
3歳
4歳
5歳
6歳
7歳
8歳
無回答
0踏
0％ 20％ 40％ 60諾 80諾 ioO拓
9．1
．2
0．0
40．9
14．
0．0
1．i
O．0
0．2
7．1
図7－9夜中に起こす回数
20諾4眺60諾 80％0．2
0．0
2．5
2．9
15．3
8．8
14．5
7．6
1 4
二、i7．4
15．3
8．0
7．1
3．8
0．0
0．7
27．7
60．9
図7－10いつ頃までにおねしょをしなくなることを望みますか
一82一
しつけに対する意識の変化と基本的生活習慣
O盟20器40器60鑑毎日決まった時間に排便する
便器を汚さない
トイレットペーバーを無駄遣いしない
上手にふく
女の子なので特にふき方に気をつける
用が終わったらさっさと出てくる
石鹸で手を洗う
その他無回答図7－11大便の躾で努力していること
0毘20諾40％60％80器10G％
決めてさせている
決めてさせていない
無回答
図7－12大便させる時間を決めてさせていますか
0％20器40器60弘80毘100毘
強く叱る
叱る
少し叱る
全く叱らない
図7－13大便を失敗した時、強く叱りますか
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。％2。器4。％6。駕8。毘11。器
身体をたたく
お灸をすえる
押入れなとに入れる
食事やおやっを減らしたり、与えなかったりする
図7－14どのような体罰ですか
④清潔
手洗いの注意は、食前が図8－1、帰宅日寺が図8－2、いずれも前回の一
「時々注意する」（食前36．2％・帰宅時35．3％）から今回は「必ず注意する」
（食前39．4％・帰宅時62．2％）へと変わっている。おしっこの後は図8－3、
必ず注意する
しばしば注意する
時々注意する
あまり注意しない
注意しない
無回答
図8－1手を洗わない時、いつも注意をしますか（食事前）
懸， 85．7旨
79．7
9．5
2．4
0．0
0．6
0．0
3．2
0．0
7．7
0．0
1．6
ミ9．5
8．7
36，
9．4
ミ
25．6
16．
15．6
1『1≠
16，
8．2
8．5
11．5
11．0
3．0
8．4
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「無回答」50．7％（前回2．0％）、「時々指導している」21．7％（前回67．7％）、
「いつも指導している」20．7％（前回14．9％）である。大便の後は図8－4、
「無回答」45．3％（前回2．1％）、「いつも指導している」34．0％（前回29．0％）、
「時々指導している」13．8％（前回53．8％）である。いずれも「必ず注意」
rいつも指導」r無回答」が高くなっている。
0％20諾40箔60諾80路必ず注意する
しばしば注意する
時々注意する
あまり注意しない
注意しない
無回答図8－2手を洗わない時、いつも注意をしますか（帰宅時）
O諾20器40盟60鑑80％いっも指導している
226§融嶺
53
442∴
5i
∴
≒
????? ??」，??、、． ，
?．、????， ?
㍉
ー????
201????
???????
50
?? ?
㍉占
???〉 ?㌧
?，㌦??．㌧、?
時々指導している
指導していない
図8－3
無回答
響
i4．
黙ミ
，，1’
20．7
21．7
67．7
6．8
i5‘
セ毎 50．7
2．0
手を洗う指導をいつもしていますか（おしっこ後）
0％20諾40％60諾
いっも指導している
時々指導している
指導していない
無回答
ミ
頴
29．o
34．0
53．8
“ 13．8
6．8
15．0
顎
45．3匙
頴
2．1
匿
図8－4手を洗う指導をいつもしていますか（大便後）
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朝の洗顔は、r必ず洗う」が46．5％、r洗わない」が13．4％だが、男子は5
歳、女子は4歳から半数以上が習慣化し、この傾向は前回と同様である。洗
わないときの対処は「洗うようにしむける」が54．5％となっている。歯磨き
の実施は就寝前が77．3％、朝食前が43．9％、朝食後が17．1％、磨かないとき
の対処は「磨くようにしむけている」が64．3％、r磨いてあげる」が25．2％
で、前回と大きな違いはない。
⑤着脱
着脱のしつけで気をつけていることは図9－1、上位3項目は1．着や
すい服を選ぶ（前回・時間がかかってもひとりでさせる）2．時問がかかっ
てもひとりでさせる（脱いだ物は自分で片付ける）3．脱いだ物は自分で
片付ける（服の前後、裏表を間違えない）である。服をひとりで脱ぐのをや
らせるべき年齢は図9－2、服をひとりで着るのをやらせるべき年齢は図9－
3、脱ぐことは3歳前半で44．5％（前回31．0％）、着ることも3歳前半で
45．3％（前回33．0％）が出来るようにと思っている。半数以上がひとりで服
を着られる年齢は4歳から3歳へと早まっている。これはスキルの早まりと
時間がかかってもひとりでさせる
着やすい服を選ぷ
ひとりで変に着ても手を出さない
服の前後、裏衷を間違えない
ボタンかけを上手にする
きちんと着る
脱いだものは自分で片付ける
その他
無回答
o踏 20器 40器 60弘
44．3
54．4
聴48．2
43．8
34．8
7．9
8．6
隅『
疑
亀 40．7
39．7
13．8
9
29．0
14．9
16
註
“
48．9
2．8
0．7
0．7
6．6
図9－1着脱の躾について気をつけていること
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いうよりは、親が着やすい服を選ぶ傾向のためと思われる。靴をひとりで履
くのをやらせるべき年齢は図9－4、前回の2歳前半（34．3％）から3歳前
半（39．8％）へと1年近く遅くなっている。それに伴い、80％以上が靴を履
ける年齢は2歳から3歳へと遅くなっている。ひとりで服を着ないときの手
伝いは図9－5、前回の「一部だけ手伝ってやる」69．7％から今回の「ひと
りで着させるようにする」42．2％と変化している。
0歳前半
0歳後半
1歳前半
1歳後半
2歳前半
2歳後半
3歳前半
3歳後半
4歳前半
4歳後半
5歳前半
5歳後半
6歳前半
6歳後半
7歳
無回答
0器 10毘 20箔 30器 40男 50器
0．0
0．0
0．0
0．0
0．5
0．4
議1．4
2．9
圏獣“1 ㌔ 15．6
15．2
10．2
21．7
セ ミ“・し 装ヒ…・、灘｝灘蓑・、 44．5
31．0
5．8
15．1
匙 12．3
6．1
1．0
??l2－0
3．2
1．0
0．O
0．2
0．7
0．0
O．0
0．0
0．4
0．0
?? 4．5
4．4
図9－2服をひとりで脱ぐのはいつ頃からやらせるべきだと思いますか
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O歳前半
O歳後半
1歳前半
1歳後半
2歳前半
2歳後半
3歳前半
3歳後半
4歳前半
4歳後半
5歳前半
5歳後半
6歳前半
6歳後半
7歳
無回答
0諾 10器 20鑑 30器 40箔 50踏
0．0
O．0
0．0
0．0
0．4
O．2
0．6
1．3
11．3
．2・
一記 10．0
16．9
遭 45．3
33．0
76
120．6
鵠圏i・14．6
9．8
1．o
3．1
3．9
1．5
0．1
0．6
0．6
0．0
0．0
0．0
0．4
0．0
4．3
3．8
図9－3服をひとりで着るのはいつ頃からやらせるべきだと思いますか
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0諾10％20箔3眺40％50箔0歳前半
0歳後半
1歳前半
1歳後半
2歳前半
2歳後半
3歳前半
3歳後半
4歳前半
4歳後半
5歳前半
5歳後半
6歳前半
6歳後半
7歳無回答
図9－4靴をひとりではくのはいつ頃からやらせるべきだと思いますか
0諾20鑑40器60毘80％親が全部手伝ってやる
一部だけ手伝ってやる
ひとりで着るようにさせる
無回答図9－5ひとりで服を着ない時、全部手伝いますか
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4．考察
今回は、保護者のしつけへの考え方と子どもの状況が約20年間でどのよう
に変わったかを、同一園を対象にした調査結果から観察した。
結果から明らかになった保護者の傾向は以下である。1．子どもの意思
を尊重する2．生活の快適さを追求する3．清潔に敏感である4．排
泄のしつけに寛大である5．叱らない6．手を挙げない7．モラルを
優先しないさらに子どもの健康管理やしつけに熱心な保護者と比較的無関
心な保護者の二極化がみられた。今後は無関心な保護者に生活習慣の大切さ
をどのように伝えていくかが課題となる。また子どもの傾向は1．睡眠時
間の減少（遅寝早起き）2．スキル獲得年齢の変化3．早い時期からの
好き嫌いである。
一方で子どものそだちに対する保護者の願いには、前回とそれほど変わら
ない点も多かった。子育てについて心がけようとしていることに変りはない
が、行動に若干の違いが見られる。それはここ20年間の社会環境の変化によ
るものであろう。生活は便利になり子ども向け用品も充実し、子育てに関す
る情報やサービスも豊富になっている。さらに少子化対策もスタートし子育
て環境は以前と比べ恵まれたものになったともいえる。しかしこのことが、
本来子どもが持っている力を発揮しにくい状況と、保護者の意識や行動を変
えてきたことにもつながったと思われる。
子どもの生きる力の基礎を育んでいくには、しかるべき時期における基本
的生活習慣の確立、身辺生活能力の自立、発達課題の克服などが必要である。
まず生活リズムを確立し、心肺・体温調節・消化・味覚器官などが体の日内
リズムと連動して安定して機能することである。さらに発育に必要な運動量
の確保と動作の習得が必要である。子どもは好むと好まざるとにかかわらず
ある文化の中に生まれ落ちる。子どもには成長と共に本能的に獲得するもの
もあるが、ある文化の中で一人前の大人になるためにはしつけが必要である。
移り変わりの速い現代では、自分の受けたしつけをそのまま子どもに伝える
ことより、時代に合わせて変えていく所は変えるべきという風潮もある。し
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かし乳幼児期はごく限られた生活圏内で生活している。この時期に子どもの
意欲、興味、関心を重視しすぎると、それは選択肢の少ない中での限られた
体験を積み重ねることになり、今後の子どもの発育発達の可能性を狭めるこ
とにもなる。保護者には子どもの要求の中でも応えるべきもの、応えるに足
らないものを見極める能力、新しい時代に合わせて変えていくべきもの、あ
えて変える必要のないものを判断する能力が求められているのではないか。
現在では幼稚園・保育所のほか、在宅児が参加する子育てサークル、NPO
法人、行政などが連携し、地域的な取り組みとしての子育て支援の動きは高
まりをみせている。子育てを支援する社会の側も、子どもや保護者の要求の
中でも応えるべきものには応えながらも、子どものそだちを多角的に捉え正
しい判断が出来る次世代の保護者を育てることに、今以上の力を注ぐことが
これからの真の子育て支援につながることではないだろうか。以上が本研究
から示唆される今後の課題である。
調査に協力いただいた幼稚園・保育所、ならびに調査結果報告の保護者向
け講演会を開催していただいた幼稚園、そして保護者の方々に心より感謝申
し上げます。
この研究は平成16年度白鴎大学教育科学研究所の学内研究の助成を受けて
行われたものである。
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